コンクリートの高温特性とコンクリート構造物の耐火性能に関する研究委員会打合議事録
日　時：2009年6月8日（月）10：00~12：30

場　所：日本コンクリート工学協会第1会議室

出席者：野口委員長、丸屋副委員長、神田、古賀、古市、道越（記録）、［順不同、敬称略］
資　料：幹1-1：2009年度　新規専門委員会（設立の趣旨・目的、活動計画、委員構成など）

幹1-2：研究委員会・研究課題申込書（平成21年度）

幹1-3：コンクリート構造物の火災安全性研究委員会報告書目次（JCI）

幹1-4：コンクリート構造物の耐火技術研究小委員会報告ならびにシンポジウム論文集目次(土木学会）

幹1-5：構造材料の耐火性ガイドブック目次（建築学会）

幹1-6：建物の火害診断及び補修・補強方法目次（建築学会）

幹1-7：建築物の火災安全設計指針目次（建築学会）

議事内容

・自己紹介が行われた。

・野口委員長より、本研究委員会の設立趣旨・目的について説明があった。本研究委員会の設立趣旨・目的は、火災加熱を受けるコンクリートについて、火災性状、材料、構造性能、設計、火害診断、補修などを含む広い視点で、現状の技術・知見を整理し、解決すべき課題、残された課題を明確にすることにある。

・火災時のコンクリートについては不明な部分が多々残されている。たとえば、火害診断は部材単位でチェックが行われているが、架構全体で火災時の挙動を捉えないと、間違った診断をしてしまうことがある。また、ガソリンスタンドなどの屋外空間での火災実験を実施すると、短時間で高温に達するなど、従来の知見では不足することが多い。

・火災を受けるコンクリートは土木・建築両分野共通のテーマであり、土木・建築が共にコンクリート構造物の火災安全について検討することに本研究委員会の意義がある。

・本研究委員会はFSの位置付けで、まず1年間活動し、その後継続するかは議論して決定する。

・委員会の下に3つのWGを設置し、取り扱う内容、主査、幹事の候補は以下の通りとする。委員は別紙名簿の通り。委員の追加は可能。

　【ＷＧ1：設計・構造】

　　火災外力、部材の挙動、実験方法や実験事例

　　神田主査、道越幹事

　【ＷＧ2：調査診断・補修補強】

　　火害調査、診断補修、火災事例、試験方法

　　一瀬主査、野島幹事

　【ＷＧ3：材料】

　　材料特性、高温物性値、試験方法

　　古市主査、森田幹事（材料についてはメーカーにも参加を願うこととし、太平洋マテリアル谷辺氏に打診する）

・ホームページ更新は、道越が担当する。

・第1回、第2回の委員会は情報共有の場とし、勉強会として刊行物や既往の検討事例を報告する。

・第1回委員会では、土木、建築の検討事例を報告する。土木分野に関しては二羽先生の了解を得て、神田主査が事例報告する。建築分野については建築基準法の耐火設計について道越が報告する。時間配分は45分×2テーマ程度。

・第2回委員会では火災事例について報告予定。

・その後は月1回程度WGを開催する。

・12月に報告書の目次を提出し、2月には報告書原稿を仕上げる。

次回委員会
2009年7月23日（木）15：00~18：00

